
  

６
月
１７
日(

日)

、
光
星
は
と
ポ
ッ
ポ
保
育

園
の
春
の
バ
ザ
ー
が
盛
況
に
開
か
れ
ま
し
た
。

３０
年
以
上
前
の
無
認
可
保
育
園
時
代
か
ら
春

と
秋
に
行
な
っ
て
い
る
た
め
、
地
域
で
は
恒

例
と
な
っ
て
お
り
、
あ
い
に
く
の
雨
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
開
始
前
か
ら
多
く
の
住
民
が
園

の
周
り
を
囲
む
よ
う
に
並
ん
で
い
ま
し
た
。 

 

例
年
は
園
庭
に
も
バ
ザ
ー
用
品
が
並
ん
で 

い
ま
し
た
が
、
雨
の 

た
め
テ
ン
ト
を
張
っ 

て
炭
を
炊
い
て
の
焼 

き
鳥
と
焼
き
そ
ば
作 

成
コ
ー
ナ
ー
に
。
そ 

の
た
め
園
内
は
足
の 

踏
み
場
も
あ
り
ま
せ 

ん
で
し
た
が
、
子
ど 

も
も
父
母
と
一
緒
に 

楽
し
く
バ
ザ
ー
の
食 

べ
物
を
ほ
お
ば
っ
て 

い
ま
し
た
。 

 
 

                

  

コ
ー
ヒ
ー
な
ど
の
飲
み
物
コ
ー
ナ
ー
の
壁

に
は
『
「
輝
け
！
９
条
」
「
戦
争
は
も
う
い
や

だ
！
」
光
星
は
と
ポ
ッ
ポ
九
条
の
会
』
の
大

き
な
横
断
幕
が
張
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

  

  

６
月
16
日
行
わ
れ
た
講
演
会
の
講
師
の
肥

田
さ
ん
は
現
在
95
歳
の
高
齢
で
、
広
島
で
被

爆
し
て
以
来
、
六
千
人
以
上
の
被
ば
く
者
を

診
て
こ
ら
れ
た
医
師
で
す
。 

肥
田
さ
ん
は
、
原
爆
が
炸
裂
し
た
と
き
の

様
子
、
医
師
と
し
て
大
勢
の
被
爆
者
を
診
た

と
き
の
体
験
、
何
年
も
た
っ
て
被
曝
者
の
な

か
に
強
い
「
だ
る
さ
」
を
訴
え
る
人
が
現
れ
、

そ
れ
が
内
部
被
爆
に
よ
る
も
の
で
あ
る
こ
と

を
明
ら
か
に
し
て
き
た
こ
と
な
ど
の
話
を
さ

れ
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
「
事
故
の
あ
っ
た 

                 

 

原
発
か
ら
放
射
能
が
出
て 

い
る
間
は
、
福
島
の
子
ど 

も
た
ち
を
国
が
責
任
を
も 

っ
て
集
団
疎
開
さ
せ
る
べ 

き
だ
と
政
府
・
各
省
庁
へ
何

度
も
要
請
し
た
」
「
原
発
か
ら
平
素
に
漏
れ

出
る
放
射
能
で
も
ガ
ン
に
な
る
。
放
射
能 

                                  

で
汚
れ
た
日
本
を
つ
く
っ
た
こ
と
に
皆
さ
ん

も
責
任
を
感
じ
て
、
原
発
を
止
め
て
死
ん
で

い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
「
も
っ
と
悪
い
も

の
は
核
兵
器
で
す
。
世
界
中
の
先
頭
に
立
っ

て
、
被
爆
国
と
し
て
世
界
の
世
論
を
変
え
て

い
く
よ
う
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
話

を
熱
く
語
り
ま
し
た
。 

       

 

         

北
海
道
母
親
大
会 

７
月
２９
日
（
日
） 

札
幌
市
民
ホ
ー
ル
（
北
１
西
１
） 

分
科
会 

10:

00
～ 

全
体
会 

13:

20
～
16:

00 

記
念
講
演 

「
世
界
の
核
被
害
と
福
島
」 

 

森
住
卓
さ
ん
（
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
） 

参
加
費 

千
円
・
中
高
生
七
百
円 

主
催 

同
実
行
委
員
会
２
６
１
・
７
７
５
２ 

 

憲
法
を
考
え
る 

パ
ー
ト
３ 

〈
対
談
〉
小
森
陽
一
氏
・
佐
藤
博
文
氏 

い
ま
、
自
衛
隊
は
。 

７
月
２９
日
（
日
）
14:

00
～ 

北
大
・
学
術
交
流
会
館
（
北
８
西
４
） 

参
加
費 

千
円 

主
催 

エ
ン
レ
イ
ソ
ウ
九
条
の
会 

０
８
０
‐
１
８
６
２
‐
０
１
４
１ 

橋下主義（ハシズム）は、どこへ行く 

―民主主義をどうやって立て直すかー 
６月２日紀伊国屋書店内で、北大教授山口二郎氏の

講演会があり、次のような話がありました。 

「橋下現象」について、橋下氏はみんなの欲求不満

をうまく利用している。組合や公務員の既得権に対す

る攻撃は、下へ向かっての平等化である。「橋下的手法」

はメディアで売れる。どうやって人々の視線をひきつ

けるかに重点があり、事実の歪曲・単純化が行われる。

また、結論だけが述べられ、論理は無視される。 

現在、民主主義をどうやって立て直すかが重要な課 

題である。原発の問題は政治家に任せていてはいけな 

いテーマである。脱原発と言っていた橋下市長が変節 

したが、住民が声を上げていく必要がある。 

 

 

バ
ザ
ー
で
も
９
条
を
ア
ピ
ー
ル
・
・
・
光
星
は
と
ポ
ッ
ポ
保
育
園 

６月の定例街宣 

11 名が参加し原発ノー20 筆、核兵器
4筆、９条 3筆でした。今回も福島から
避難している T さんが原発ノーの訴え
をして、道行く人の共感を得ました。 

次回：７月 13 日（金） 
１２：３０～東区民ｾﾝﾀｰ前 

大飯原発再稼動ノー、消費
税増税ノーの声を国会に届
けましょう。 

         本の紹介 
この本は 4章から成 

り、第 1章では「おせ 

っかい教育論」として 

神戸女学院大名誉教 

授・内田樹氏が「教育 

現場に政治が介入して 

はいけない」という立 

場でハシズムを斬り、 

教育の本質を述べてい 

る。第 2章では「橋下 

政治は軍隊的官僚主義 

と競争原理主義の合体

にすぎない」として北大教授の山口二郎氏が、行政

学の立場で斬っている。第 3 章では「鼎談・ハシズ

ムを斬る」として精神科医・香山リカ氏、帝塚山大

教授・薬師院仁志氏、山口二郎氏がハシズムの欺瞞

と暴力性を徹底討論している。第 4 章には「ハシス

ト妄言録」が収められている。 

混迷し閉塞感の強い現在の社会で、民主主義 

を志向する人々の必読の本と思われる。 

ビジネス社：840 円 

ノーベル物理学賞益川氏初来道 

「
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
フ
ク
シ
マ
へ
」 

―
肥
田
舜
太
郎
さ
ん
講
演
会
― 

核
兵
器
も
原
発
も
な
い
世
界
に
！ 

子どもと楽しむ平和の集い 
7 月 30 日（月）10 時～12 時 

栄町道営住宅集会所・北 43 東 17 

平和のＤＶＤ、流しそーめん他 

主催：栄東９条の会 721･5270 

 


